
柏�駅�前�

市の人口
329,821人

123,913世帯

（14.2.1現在）

主な内容�＊�＊�

　今年4月、十余二に柏市リサイクルプラザがオープンします。同プラザは、1・2階が資源品の
選別・加工を行う施設、3階が講座や体験教室を通してごみ減量や資源のリサイクルなどを学ぶ
学習施設になっています。この講座や教室などの講師と、学習施設部分の愛称を募集します。�

市内在住・在勤・在学のかたか、そのかたを含む団体 
市民対象のごみ減量やリサイクルなどに関する講座・教室 
（例）不用品を使った工作教室、衣類のリフォーム教室、家電製品・カメ

ラ・おもちゃの修理教室など 
クリーン推進課（市役所第1庁舎4階）で配布している申込書に必要事項を
書いて、〒277─8505　柏市役所クリーン推進課へ、3月15日�までに郵送
（当日消印有効）か直接※申込書は電話で請求いただければ郵送かファク
スで送ります。市のホームページから取り出すこともできます 
登録後、詳細を打ち合わせの上、講座等を行っていただきます（謝礼あり） 

対 象 �
事業内容�
�
�
申し込み�
�
�
�
そ の 他 �

対 象 �
応募方法�
�
�
�
�
�
そ の 他 �

市内在住のかた 
はがきに愛称と、住所
・氏名・電話番号を書
いて、〒277─8505　柏
市役所クリーン推進課
へ、3月15日�までに郵
送で（当日消印有効） 
採用されたかたには記
念品を差し上げます 

クリーン推進課 �7167－1139問�

 講師＆愛称 を募集� 講師＆愛称 を募集�リサイクルプラザの市民向け講座�

愛称愛称�愛称�講師講師�講師�

3
10

午前10時 
〜 

午後 6時 

� 

柏
の
玄
関
口
、
柏
駅
前
。
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う
一
方
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
、
自
家
用
車
な
ど
も
多
く
、
と
て
も
混
雑
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
違

法
駐
車
や
歩
道
の
放
置
自
転
車
な
ど
で
、
安
心
し
て
歩
け
な
い
こ
と
も
…
。

市
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
交
通
円
滑
化
実

験
）
を
行
い
、
人
も
車
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
る
安
全
な
駅
前
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
３
月
10
日
に
は
、
歩
行
者
天
国
に
バ
ス
を
走
ら
せ
る
実
験

を
中
心
に
行
い
、
合
わ
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
、

駅
周
辺
の
バ
リ
ア
（
障
壁
）
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

歩道上の看板などの撤去

迷惑駐車の防止

放置自転車の撤去

人
も
車
も
多
く
行
き
交
う
柏
駅
東
口
の
駅
前
通
り

問�問�
都
市
計
画
課
�
７
１
６
７
│
１
１
４
４
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
企
画
調
整
課
�
７
１
６
７
│
１
１
１
７

昨年度は、市内で年間約100回行い、
1万台以上を撤去。約6割が柏駅周辺の
ものです。〈交通施設課�7167ー1304〉

交
通
実
験
を
し
ま
す

指導員が重点地域に指定されている柏
駅周辺を回り、協力を呼びかけています。
〈交通施設課�7167ー1304〉

歩道にはみ出した看板や商品が通行の
妨げに。毎月、商店などへの指導を行っ
ています。〈土木総務課�7167ー1299〉

こんな取り組みもしています
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現
在
、
柏
駅
東
口
の
駅
前
通
り

は
、
日
曜
日
・
祝
日
は
歩
行
者
天

国
に
な
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
や

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
広
い
空

間
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

そ
の
反
面
、
バ
ス
停
は
駅
か
ら

離
れ
た
と
こ
ろ
へ
移
さ
れ
、
高
齢

者
な
ど
歩
く
こ
と
が
大
変
な
か
た

が
バ
ス
に
乗
る
に
は
、

不
便
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
駅
前
の
ロ
ー

タ
リ
ー
へ
出
入
り
で

き
る
道
が
減
る
た
め
、

周
辺
の
道
路
が
混
雑

す
る
と
い
う
こ
と
も

起
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
３
月
10

日
の
日
曜
日
に
、
歩

行
者
天
国
の
中
に
バ
ス

を
走
ら
せ
る
実
験
を
行
い
ま

す
。
バ
ス
は
、
車
両
の
大
き
さ
や

燃
料
な
ど
、
タ
イ
プ
の
違
う
も
の

が
数
種
類
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ

も
車
い
す
で
の
乗
り
降
り
も
し
や

す
い
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
で
す
。

車
両
は
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
展

示
し
、
車
い
す
で
の
乗
降
体
験
も

で
き
ま
す
。

歩
行
者
と
周
辺
の
商
店
の
か
た

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
公
共

交
通
と
歩
行
者
が
共
存
す
る
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

歩
く
空
間
も
通
り
や
す
く

平
成
12
年
に
も
行
っ
た
自
転
車

の
置
き
方
を
工
夫
す
る
実
験
を
行

い
ま
す
。
今
回
は
、
歩
道
上
の
自

転
車
を
斜
め
に
整
列
す
る
こ
と

で
、
歩
道
を
広
く
確
保
す
る
方
法

で
す
。
実
験
後
、
商
店
街
の
か
た

な
ど
と
一
緒
に
、
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
の
待
機
所
を
移
動

同
じ
柏
駅
東
口
の
サ
ン
サ
ン
通

り
で
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
に
並
び
き

れ
な
い
客
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
の
列

が
長
く
続
い
て
い
ま
す
。

３
月
中
の
日
曜
日
・
祝
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
に
は
、
市
役

所
の
駐
車
場
を
タ
ク
シ
ー
の
待
機

所
と
し
て
利
用
す
る
実
験
を
行
い

ま
す
。
駅
前
の
状
況
は
運
転
手
が

待
機
所
の
モ
ニ
タ
ー
で
確
認
し
、

ロ
ー
タ
リ
ー
に
空
き
が
で
き
て
か

ら
駅
前
へ
向
か
う
こ
と
で
、
道
路

に
並
ぶ
タ
ク
シ
ー
の
列
を
な
く
し

ま
す
。

こ
の
実
験
は
平
成
12
年
に
も
行

わ
れ
、
混
雑
の
緩
和
以
外
に
も
ア

イ
ド
リ
ン
グ
時
間
を
減
ら
す
効
果

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
平

成
14
年
度
中
の
本
格
実
施
に
向
け

て
の
最
終
確
認
と
な
り
ま
す
。

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
は
、
昨
年
10
月
に
続
い
て

二
回
目
の
開
催
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
を
含
む
市
民

の
皆
さ
ん
が
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
チ
ャ

レ
ン
ジ
実
施
中
の
柏
駅
前
を
あ
ら

た
め
て
点
検
。
例
え
ば
前
回
「
悪

い
点
」
に
挙
げ
ら
れ
た
歩
道
の
放

置
自
転
車
に
つ
い
て
、
整
と
ん
さ

れ
た
状
態
で
は
ど
う
感
じ
る
か
な

ど
、
前
回
と
の
違
い
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
ま
ち

に
出
ら
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

バリアフリー�
ワークショップで�

チェック　�

トラフィック
チャレンジに
チャレンジ　�

整列駐輪で少しでも歩道を広く

昇降口の床が低く、乗り降
りが楽なノンステップバス

駅前の状況は待機所に設
置されたモニターで確認
3月定例市議会の議案／
審議会等の委員を公募／
市民活動補助金の交付団
体を募集�

�

Ｐ2�
�
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…�
�
�

�
健康福祉サービスの苦情
解決体制を整備／市長室
だより�
�
情報館（講座・講演、お
知らせ、求人ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／春夏秋冬／パ
ズルの時間�

�
�
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�
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広報� 平成１４年（２００２年）３月１日 第１１６４号 �

3月17日�午前9時半～正午 
東京理科大学理工学部（野田市） 
市内在住の小学生と家族、先着20
組 
ペットボトルを使って「水ロケッ
ト」を作り、打ち上げ実験を行い
ます（荒天時は一部変更） 
1組1,000円（材料費） 
3月1日�午前9時から、中央公民
館へ電話か直接 
現地集合・解散となります 

中央公民館 �7164─1811問� 田中近隣センター �7133─1000問� 問�農政課 �7167─1143

と き �
と こ ろ �
対 象 �
内 容 �
�
�
費 用 �
申し込み�
そ の 他 �

と　き�
ところ�
対 象 �
�
内 容 �
�
�
費　用�
申し込み�
�
その他�

  今年度も農業ボランティア（3期生）を募集します。農業に関心
のあるかたは、ぜひ参加してみませんか。 
　市では、農業に興味があり、農作業のお手伝いをしてくれる市
民のかたを、農家との交流を通して新たな農業の担い手として育
てています。農業従事者の高齢化、後継者不足など、環境は厳し
くなっている柏の農業ですが、野菜や米などを首都圏へ供給する
大切な役割を担っています。太陽の下で野菜を育て、収穫する喜
びを、あなたも味わってみませんか。 

農業ボランティアを募集�

市内在住の成人で健康なかた、50人 
往復はがきに「農業ボランティア希望」と明記し、住所・
氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒
277─8505　柏市役所農政課へ、3月8日�までに郵送で
（必着）※応募者多数の場合は抽選 

対 象 �
申し込み�

3月25日�午前10時～午後1時 
田中近隣センター 
市内在住・在勤・在学のかた 
ベーゴマ・めんこ・お手玉・羽
根つきなど、昔からの遊びを体
験します 
無料 
当日、会場へ直接 
遊びをボランティアで教えてく
れるかたを募集します。申し込
みは田中近隣センターへ電話で 

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
自
主
的
な
市
民

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
支
援

す
る
た
め
、
市
民
活
動
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度

の
市
民
活
動
補
助
金
の
交
付
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

対
象
活
動

�
保
健
・
医
療
・

福
祉
�
環
境
保
全
�
男
女
共
同
参

画
社
会
形
成
の
促
進
�
子
ど
も
の

健
全
育
成
�
社
会
教
育
の
推
進
�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
�
災
害
時
の

救
援
�
地
域
安
全
活
動
	
国
際
交

流


文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
�
人
権
擁
護
・
平
和
推
進

応
募
資
格

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
団
体
�
市
内
に
事
務
所
が
あ

り
、
市
民
の
利
益
と
な
る
活
動
を

し
て
い
る
�
団
体
の
構
成
員
が
十

人
以
上
で
、
五
割
以
上
が
市
民
�

継
続
的
に
活
動
し
、
一
年
以
上
の

活
動
実
績
が
あ
る
�
平
成
14
年
度

末
に
事
業
が
完
了
す
る
�
市
や
そ

の
外
郭
団
体
か
ら
の
補
助
を
受
け

て
い
な
い
�
政
治
・
宗
教
・
営
利

を
目
的
と
し
な
い
�
会
員
相
互
の

親
ぼ
く
活
動
で
は
な
い

補
助
額

活
動
事
業
費
の
二
分

の
一
（
上
限
五
十
万
円
。
人
件
費

・
施
設
の
賃
借
料
・
食
料
費
を
除

く
。
一
団
体
に
つ
き
三
回
ま
で
）

申
し
込
み

市
民
活
動
推
進
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
一
階
）
で
配

布
し
て
い
る
所
定
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
３
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
市
民
活
動
推
進
課

へ
直
接

そ
の
他

書
類
審
査
を
通
過
し

た
団
体
は
、
後
日
行
う
事
業
説
明

会
（
二
次
審
査
）
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
交

付
の
可
否
は
、
学
識
経
験
者
な
ど

で
構
成
す
る
選
定
委
員
会
の
評
価

を
も
と
に
決
定
し
ま
す

1

市
民
活
動
推
進
課
�
７
１
６

７
│
１
１
２
６

市
民
の
立
場
で
、
市
の
政
策
・

方
針
な
ど
を
話
し
合
う
場
に
参
加

を
│
│
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
対

す
る
意
見
を
聞
き
、
計
画
の
策
定

や
提
言
等
に
反
映
さ
せ
て
い
く
た

め
、
平
成
８
年
度
か
ら
審
議
会
な

ど
付
属
機
関
の
委
員
を
公
募
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
十
の
機
関
で
合

計
十
三
人
の
か
た
が
、
各
分
野
に

わ
た
る
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進

審
議
会
な
ど
五
つ
の
付
属
機
関

（
別
表
）
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
か
た
の
中

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
付
属
機
関
に

つ
き
一
〜
二
人
程
度
を
委
員
と
し

て
委
嘱
し
て
い
く
予
定
で
す
。
選

考
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
・
経
歴

や
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
等
を
も
と
に

行
い
ま
す
。

【
委
員
の
募
集
】

対
象

市
内
在
住
で
、
柏
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
二
十
歳
以

上
の
か
た
（
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
か
た
を
含
む
）
※
各
付
属
機

関
の
内
容
に
関
係
す
る
職
業
に
従

事
し
て
い
る
か
た
は
除
き
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に

つ
い
て
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
か

た
と
し
ま
す

報
酬
（
一
日
）

八
千
円

レ
ポ
ー
ト

参
加
を
希
望
す
る

付
属
機
関
に
関
連
す
る
内
容
で
、

自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
今
後

の
市
の
施
策
の
あ
り
方
な
ど
を
含

め
た
上
で
、
意
見
や
考
え
を
千
字

程
度
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
（
日

本
語
に
限
る
。
様
式
は
自
由
）

申
し
込
み

事
務
管
理
課
（
市

役
所
第
二
庁
舎
三
階
）
・
柏
駅
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
各
近
隣

セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
所
定

の
申
込
書
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
入
手
可
）
に
レ
ポ
ー
ト
を
添

え
て
、
〒
２
７
７
―
８
５
０
５
　

柏
市
役
所
事
務
管
理
課
へ
、
３
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
フ
ァ
ク
ス
（
７
１
６
６
│
６
０

２
６
）
か
直
接

1

事
務
管
理
課
�
７
１
６
７
│

１
１
１
８

■委員を募集する審議会等�

総合的な健康福
祉施策の推進�

介護保険事業計
画の策定や事業
の運営�

緑の基本計画に基
づく緑地の保全と
緑化の円滑な推進�

生涯学習推進計
画の改訂�

女性問題に関す
る総合的施策の
推進�

健康福祉審
議会�

介護保険運
営協議会�

緑政審議会�

生涯学習推
進協議会�

男女共同参
画推進審議
会�

年に6回
程度�

年に7回
程度�

年に2回
程度�

年に5回
程度�

年に5回
程度� 2年間�

来年6月
まで�

2年間�

2年間�

2年間�

名 称� 内 容� 活動予定�

4月以降�

8月以降�

5月以降�

4月以降�

4月以降�

委嘱予定�任期（予定）�

「たしかめて。火を消してから　次のこと」�
　昨年の市内の火災発生件数は、前年より19件増えて、139件にもな
りました。3月1日�～7日�は春季火災予防運動の実施期間。これを
機会に日ごろの予防を心がけましょう。 

《3つの習慣》 
 寝たばこは絶対にやめる 

ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する 
ガスコンロなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す 

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災
警報器を設置する 
寝具や衣類からの火災を防ぐために、
防炎製品を使用する 
火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器を設置する 
お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる 

《4つの対策》 
 

3月1日�～7日��春季火災予防運動実施中�

住宅防火　いのちを守る　�
7つのポイント�

● 
● 
 
● 

● 
 
● 
 
● 
 
● 

応援します、市民活動

補助金の交付団体を募集

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

審
議
会
等
の
委
員
を
公
募

3月議会の日程�

�
    3月 1日�   招 集 日 �
   7日� 一般質問�
 8日� 〃�
 11日� 〃�
 12日� 〃�
 13日� 〃�
 14日�  議案質疑�
 15日� 〃�
 18日� 〃�
 19日� 委　員　会�
 20日� 〃�
 22日� 〃�
 26日�   採　　決　�

　月　日　  議事内容�
�

◇
平
成
14
年
度
予
算
案
に
つ
い

て
　平

成
14
年
度
の
予
算
案
は
、
一

般
会
計
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

一
・
五
％
減
の
九
百
六
億
七
千
百

万
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
あ

る
特
別
会
計
は
六
百
五
十
億
六
千

七
百
万
円
、
水
道
事
業
会
計
が
九

十
九
億
七
千
万
円
、
病
院
事
業
会

計
が
三
十
七
億
八
千
百
万
円
で
、

予
算
総
額
が
千
六
百
九
十
四
億
八

千
九
百
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の

額
は
平
成
13
年
度
当
初
予
算
よ
り

一
・
四
％
増
え
て
い
ま
す
。

◇
柏
市
立
高
等
学
校
授
業
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
、
市
立
柏
高
等

学
校
の
入
学
料
を
五
千
五
百
五
十

円
か
ら
五
千
六
百
五
十
円
に
、
一

カ
月
の
授
業
料
を
九
千
円
か
ら
九

千
三
百
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
改
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
柏
市
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す

お
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

加
賀
三
丁
目
に
高
齢
者
の
介
護

予
防
事
業
を
行
う
た
め
の
施
設

「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」
を

設
置
し
、
そ
の
管
理
に
関
し
て
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
柏
市
病
院
事
業
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　市

立
柏
病
院
の
個
室
の
使
用
料

な
ど
の
改
定
を
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
ほ
か
の
主
な
議
案
は
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
議
案
の
概

要
は
、
行
政
資
料
室
（
市
役
所
第

二
庁
舎
一
階
）
に
あ
る
「
提
出
予

定
議
案
の
説
明
資
料
」、
各
近
隣

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
「
例
規
の
お
知

ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
平
成
13
年
度
柏
市
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
　

◇
平
成
13
年
度
柏
市
公
共
用
地

取
得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

平
成
14
年
第
一
回
定
例
市
議
会
は
、
３
月
１
日
に
招
集
さ

れ
、
３
月
26
日
ま
で
の
予
定
で
開
か
れ
ま
す
。
今
議
会
で
は
、

平
成
14
年
度
柏
市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、「
ほ
の
ぼ
の
プ

ラ
ザ
ま
す
お
」
を
設
置
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
な
ど
、
当

初
三
十
四
議
案
を
審
議
し
ま
す
。

平
成
14
年
度
予
算
案
な
ど

当
初
34
議
案
を
審
議
へ

5月オープンに向けて建設中の「ほのぼのプラザますお」



「
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
不
満
が
あ
る
け
ど
、
担
当
者
に

は
言
い
づ
ら
い
」「
市
が
決
め
た

メ
ニ
ュ
ー
が
自
分
に
合
っ
て
い
な

い
」
…
。
市
で
行
っ
て
い
る
健
康

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
や
苦
情

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
か
ら
の
健
康
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
自
分

の
責
任
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
時
代

で
す
。
し
か
し
、
不
満
や
苦
情
は

ま
だ
ま
だ
言
い
出
し
に
く
い
の
が

現
状
で
す
。
市
で
は
、
そ
の
よ
う

な
�
声
に
な
ら
な
か
っ
た
声
�
を

聞
き
、
一
緒
に
解
決
に
向
け
て
話

し
合
い
を
し
て
い
く
、
新
し
い
苦

情
解
決
体
制
を
作
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
苦
情
自
体
の
早
い
解
決
と
い

う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
苦
情
を

「
提
言
」
と
し
て
生
か
す
こ
と
で
、

よ
り
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
、
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
作
り
を
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

◇
ど
ん
な
制
度
な
の
？

健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
各

課
・
施
設
の
窓
口
に
「
苦
情
解
決

責
任
者
」
と
「
苦
情
受
付
担
当
者
」

を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
第
三
者

の
立
場
で
苦
情
解
決
に
当
た
る

「
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相
談

員
」
を
三
人
選
任
し
ま
し
た
。

苦
情
解
決
責
任
者
や
苦
情
受
付

担
当
者
は
、
職
員
の
中
か
ら
選
ば

れ
、
窓
口
で
苦
情
の
解
決
に
当
た

り
ま
す
。
一
方
、
健
康
福
祉
サ
ー

ビ
ス
苦
情
相
談
員
は
、
健
康
福
祉

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
が
あ

り
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
に
詳
し
い
市

民
の
か
た
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。
公
平
な
立
場
で
利
用
者
と
苦

情
解
決
責
任
者
の
話
し
合
い
に
立

ち
会
っ
て
助
言
を
し
た
り
、
施
設

を
巡
回
し
て
皆
さ
ん
の
話
を
聞

き
、
相
談
に
の
っ
た
り
し
ま
す
。

苦
情
の
申
し
出
の
対
象
と
な
る

の
は
、
保
健
福
祉
部
と
児
童
家
庭

部
の
各
課
・
施
設
（
別
図
の
一
覧

参
照
）
で
提
供
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
に
関
す
る
こ
と
と
、
利

用
契
約
の
締
結
・
履
行
・
解
除
に

関
す
る
こ
と
で
す
。

苦
情
の
申
し
出
が
で
き
る
の

は
、
現
在
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る
か
た
や
過
去
に
利

用
し
て
い
た
か
た
で
す
。
ま
た
本

人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
代
理
人

の
か
た
も
申
し
出
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◇
ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

�
ま
ず
は
苦
情
受
付
担
当
者
へ

担
当
者
の
説
明
で
は
納
得
で
き

な
い
市
の
対
応
や
改
善
し
て
も
ら

い
た
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
各

課
・
施
設
に
配
置
し
た
苦
情
受
付

担
当
者
に
苦
情
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
後
、
受
付
担
当
者
･

解
決
責
任
者
と
解
決
に
向
け
た
話

し
合
い
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
各

施
設
で
の
苦
情
の
場
合
、
そ
の
施

設
を
所
管
す
る
課
の
苦
情
受
付
担

当
者
に
も
苦
情
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
相

談
員
へ
も
お
気
軽
に

「
や
っ
ぱ
り
職
員
に
は
言
い
づ

ら
い
」「
と
に
か
く
だ
れ
か
に
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
」。
こ
ん
な
と

き
は
、
健
康
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情

相
談
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
員
は
、
こ
れ
か
ら
実
際
に

各
施
設
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
そ

の
場
で
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。
ま
た
、
相
談
員
と
話

が
し
た
い
と
き
や
、
苦
情
解
決
責

任
者
と
の
話
し
合
い
に
立
ち
会
っ

て
も
ら
い
た
い
と
き
は
、
保
健
福

祉
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
民
間
の
保
育
園
な
ど
の

社
会
福
祉
事
業
者
に
も
、
同
様
の

苦
情
解
決
体
制
が
整
備
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
で
解
決
で

き
な
い
も
の
は
、
千
葉
県
運
営
適

正
化
委
員
会
（
�
０
４
３
│
２
４

６
│
０
２
９
４
）
に
申
し
出
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

1

保
健
福
祉
総
務
課
�
７
１
６

７
│
１
１
３
１

広報�③ 第１１６４号 平成１４年（２００２年）３月１日

平
成
14
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ
ー

と
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
公
募
し
ま

す
。
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
伺
い
、
市

政
運
営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
の
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
は
、

「
広
報
か
し
わ
」
に
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ

て
く
だ
さ
い
。

○
市
政
モ
ニ
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
二
十
歳
以

上
の
か
た
、
五
十
人
※
公
務
員
、

市
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く

内
容
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
通
信
」

へ
の
回
答
（
年
六
回
）、
研
修
会

等
へ
の
参
加
（
年
三
回
）、
会
議

へ
の
出
席
（
年
二
回
）
な
ど

○
広
報
モ
ニ
タ
ー

対
象

市
内
在
住（
一
年
以
上
）

で
二
十
歳
以
上
の
か
た
、
二
十
人

※
印
刷
・
出
版
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
る
か
た
、
公
務
員
、
広
報
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く

内
容

広
報
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
の
提
出
（
月
一
回
）、
校
正

体
験
等
へ
の
参
加
（
年
二
回
）、

会
議
へ
の
出
席
（
年
二
回
）
な
ど

◎
市
政
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
共
通

任
期

４
月
〜
来
年
３
月

謝
礼

年
額
一
万
円（
税
込
み
）

申
し
込
み

は
が
き
に
希
望
す

る
モ
ニ
タ
ー
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・

職
業
・
電
話
番
号
・
応
募
の
動
機

・
市
政
へ
の
参
加
体
験
（
あ
る
か

た
だ
け
）
を
書
い
て
、
〒
２
７
７

│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
広
報
広

聴
課
へ
、
３
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
者
多

数
の
場
合
、
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
地

域
・
年
齢
・
職
業
な
ど
を
考
慮
し

て
選
考
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
は
抽
選

で
決
定
。
結
果
は
後
日
全
員
に
通

知
し
ま
す

注
意

�
会
議
や
研
修
会
な
ど

は
平
日
の
昼
間
に
行
わ
れ
ま
す
�

市
政
・
広
報
モ
ニ
タ
ー
の
兼
任
は

で
き
ま
せ
ん

1

広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７
│

１
１
１
９

3月25日��

       26日��

月　日  時　  間　　　　　 　　  コース�
午前10時～正午   �イチゴムース・ココアスポンジ�
午後2時～4時   �レモンパイ�
午前10時～正午   �ほうれん草パスタ料理�
午後2時～4時   �とろけるプリン・クレームブリュウレ�

ところ�
対　象�
内　容�
費　用�
申し込み�

と　き・コース�

アミュゼ柏�
市内在住・在勤・在学で20歳以上のかた、各コース20人�
「かしわ工房」の製造業者の指導で料理を作ります�
500円（材料費）�
往復はがきに「かしわ工房料理教室希望」と明記し、希望す
るコース・住所・氏名・年齢・職業・電話番号と返信面のあ
て先を書いて、〒277－8505　柏市役所商工課へ、3月11日�ま
でに郵送で（必着）※応募は1人1コース。応募者多数の場合
は抽選�

別表のとおり�

花と緑の教室�

問�柏市みどりの基金 �7160－3120 問�商工課 �7167─1141

3月14日�午後2時～4時�
市内在住のかた、40人�
500円　�
ミカン・カキ・カリン等の果
樹のせん定や摘果・消毒・施
肥など季節ごとの手入れの仕
方を学びます�

3月15日�午後2時～4時�
市内在住のかた、32人 �
2,000円　�
春に咲くロベリア・ネモフィラ
・アリッサムなどの花を使って
ハンギングの作り方を学びます 

と　　き�
対　　象 
費　　用�
内　　容�
�
�
�
�
ところ�
申し込み�

勤労会館�
往復はがきに「花と緑の教室希望」と明記し、希望するコース（１コースにつ
きはがき１枚）・住所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒
277─0001呼塚新田204─2　柏市みどりの基金へ、3月5日�までに郵送で（当日
消印有効）※応募者多数の場合は抽選。応募結果は3月8日�に通知します�

�庭の主要果樹のせん定と手入れ� �春の日ざしにおどるかれんな
小花のハンギング�

と　　き�
対　　象 
費　　用�
内　　容�
�

苦情�

苦情解決
責任者�

苦情受付
担当者�

利
用
者�

苦情�

連絡・調整�

家
族
や
代
理
人
も
可�

健康福祉サービス
苦情相談員�
（巡回）�

ケースに応
じて調整�

話し合い�

対象となる各課・施設一覧�

話し合い�

話し合い�

■苦情解決体制のしくみ�

施設�保育園・幼児ルーム・婦人児童センター
・児童センター・こどもルーム・十余二学園・
柏育成園・青和園・朋生園・身体障害者福祉セ
ンター・社会福祉センター・老人福祉センター
・基幹型在宅介護支援センター�

課�保健福祉総務課・健康推進課・高齢者支援
課・介護保険課・障害福祉課・児童育成課・保
育課・生活支援課�

れ
る
若
柴
地
区
の
駅
を
、
現
在
仮
に

「
柏
北
部
中
央
駅
」、
柏
北
高
校
の
南
側

に
設
置
さ
れ
る
小
青
田
地
区
の
駅
を
、

仮
に
「
柏
北
部
東
駅
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。こ

の
二
つ
の
新
駅
に
ど
ん
な
名
前
が

ふ
さ
わ
し
い
か
、
新
駅
の
デ
ザ
イ
ン
案

を
示
し
な
が
ら
意
見
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、中
央
駅
に
つ
い
て
は
約
百
五
十
件
、

東
駅
に
つ
い
て
は
約
百
三
十
件
の
案
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

数
の
上
か
ら
だ
け
見
る
と
中
央
駅
に

柏
市
内
で
も
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
常
磐
新
線
）
の
建
設
工
事
が
本
格
化

し
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
十
余
二
地
区

な
ど
で
は
高
架
橋
の
橋
脚
が
姿
を
見
せ

て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
開
業
を
目
指
し
て
、

建
設
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
柏
市
で
は
先
月
、
新
し

い
駅
の
名
前
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。

柏
市
内
に
は
二
つ
の
新
駅
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。
国
道
16
号
の
西
側
に
設
置
さ

「柏の葉」「東柏」「？」
つ
い
て
は
「
柏
の
葉
」
が
二
十
五
件
、

東
駅
に
つ
い
て
は
「
東
柏
」
が
六
件
で

そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
で
す
。
東
駅
で
は
こ

の
ほ
か
に
も
「
利
根
」
の
名
を
と
り
こ

ん
だ
提
案
も
多
く
、
利
根
川
や
柏
の
葉

公
園
が
地
区
を
代
表
す
る
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

駅
の
名
前
は
、
今
後
市
の
選
定
委
員

会
で
案
を
絞
り
、
千
葉
県
を
通
じ
て
鉄

道
会
社
に
そ
の
案
を
提
出
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
来
年
３
月
ま
で
に
は
新

し
い
名
称
が
決
定
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

柏
市
内
に
は
い
ま
Ｊ
Ｒ
と
東
武
線
で

合
計
七
つ
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中

に
は
「
柏
」
を
含
ん
だ
新
柏
、
南
柏
、

北
柏
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
駅
名
に
は
、
地
域
の
通
称
を
取

っ
た
も
の
や
、「
川
」「
野
」「
岬
」
な

ど
地
勢
地
形
の
名
称
を
取
っ
た
も
の
な

ど
、
印
象
が
あ
ざ
や
か
で
個
性
的
な
名

が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば

Ｊ
Ｒ
成
田
線
の
駅
名
。「
木
下
（
き
お

ろ
し
）」
や
「
安
食
（
あ
じ
き
）」
な
ど

簡
単
に
は
読
め
ま
せ
ん
が
、
一
度
聴
い

た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
名
前
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
比
べ
て
最
近
の
名
前
は
…

と
い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
関
係
者

の
総
意
を
反
映
し
よ
う
と
す
る
と
、
い

き
お
い
没
個
性
で
全
国
似
た
よ
う
な
名

前
に
落
ち
着
か
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

さ
て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
新

駅
に
は
、
み
ん
な
の
知
恵
を
絞
っ
て
、

覚
え
や
す
く
、
親
し
み
が
あ
り
、
か
つ

個
性
的
な
名
前
を
つ
け
た
い
も
の
で

す
。

��

市
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
環
境

の
月
」
と
定
め
ま
し
た
。
今
回
、

こ
の
環
境
の
月
に
ふ
さ
わ
し
い
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
形
式
は

問
い
ま
せ
ん
。
採
用
さ
れ
た
か
た

に
は
、
別
途
ご
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

イ
ベ
ン
ト
案
（
テ

ー
マ
、
実
施
す
る
時
期
・
場
所
・

方
法
、
運
営
主
体
な
ど
）
と
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５

０
５
　
柏
市
役
所
環
境
保
全
課

へ
、
３
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
か
直
接

1

環
境
保
全
課
�
７
１
６
３
│

４
４
２
２

ご意見番を頼みます

モニターを募集

市政 広報

６
月
は
環
境
の
月

イ
ベ
ン
ト
を
募
集

満
足
し
て
い
ま
す
か

苦
情
解
決
体
制
を
作
り
ま
し
た

健
康
福
祉

サ
ー
ビ
ス



不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

３
月
８
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

光
ケ
丘
婦
人
児
童
セ

ン
タ
ー

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
、
先
着
二
十
人
（
子
ど
も

連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
（
聞
く
だ
け
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

３
月
１
日
（
金
）

午
後
３
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

新
入
社
員
研
修

と
き

３
月
19
日
（
火
）
・
20

日
（
水
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
計
二
回
）

と
こ
ろ

勤
労
会
館

対
象

４
月
か
ら
市
内
の
企
業

に
就
職
す
る
か
た
、
先
着
五
十
人

内
容

社
会
人
と
し
て
の
基
礎

知
識
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
び

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

３
月
１
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
商
工
課
へ
電
話

で1

商
工
課
�
７
１
６
７
│
１
１

４
１家

庭
菜
園
講
座

と
き

４
月
５
日
・
26
日
・
５

月
31
日
・
７
月
12
日
・
８
月
30
日

・
10
月
4
日
・
来
年
２
月
21
日
の

各
金
曜
日
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
（
計
七
回
）

と
こ
ろ

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公

園
対
象

市
内
在
住
で
初
心
者
の

か
た
、
四
十
人

内
容

野
菜
の
作
り
方
や
病
害

虫
の
防
除
な
ど
を
学
び
ま
す

費
用

無
料
（
野
菜
苗
木
等
は

実
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
家
庭
菜
園
講
座
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布
施

二
〇
〇
五
│
二
　
あ
け
ぼ
の
山
農

業
公
園
へ
、
３
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

※
応
募
は
一
人
一
通
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

1

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
�
７

１
３
３
│
８
８
７
７

痴
ほ
う
サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ

と
き

３
月
８
日
（
金
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」（
市
役
所
隣
）

対
象

家
庭
や
職
場
で
痴
ほ
う

の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
か
た
、

先
着
二
十
人

内
容

介
護
相
談
と
情
報
交
換

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

高
齢
者
支
援
課
�
７
１
６
７

│
１
１
３
５

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究

所
・
一
般
講
演
会
「
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
」

と
き

３
月
30
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
４
時
半

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
か
た
、
四
百
人

内
容

東
京
大
学
教
授
・
福
島

正
己
氏
に
よ
る
講
演
「
宇
宙
を
旅

す
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」、
名
古
屋

大
学
教
授
・
丹
羽
公
雄
氏
「
タ
ウ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
探
す
」
な
ど
　
　

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
一
般
講
演
会
希
望
」
と
明
記
し
、

希
望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
と
返
信
面
の
あ
て
先
を

書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
８
２

東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
宇
宙
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
観
測
情
報
融
合
セ
ン

タ
ー
へ
、
３
月
10
日
（
日
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

同
観
測
情
報
融
合
セ
ン
タ
ー

�
７
１
３
６
│
３
１
３
８

春
季
外
国
語
会
話
講
座

と
き

４
月
か
ら
週
一
回
（
科

目
に
よ
り
日
時
を
設
定
）

と
こ
ろ

柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
（
柏
六
丁
目
）

対
象

小
・
中
学
生
、
成
人
、

各
ク
ラ
ス
先
着
二
十
人

内
容

外
国
人
講
師
に
よ
る
英

語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
イ
タ
リ
ア
語

・
ス
ペ
イ
ン
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
費
用
（
月
額
）

一
講
座
二
千

円
申
し
込
み

月
〜
土
曜
日
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時
に
、
国
際
連

合
協
会
柏
支
部
へ
電
話
で

1

国
際
連
合
協
会
柏
支
部
�
７

１
６
４
│
１
４
６
７

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
医
食
同
源
・
食
べ
て

元
気
」

と
き

３
月
10
日
（
日
）
午
後

０
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員
　
先
着
四
百
人

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

料
理
研
究
家

・
小
林
カ
ツ
代
氏
、
筑
波
大
学
教

授
・
紙
屋
克
子
氏
ほ
か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

柏
歯
科
医
師
会
�
７
１
６
３

│
５
２
６
０

公
開
講
演
会

と
き

３
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

（
光
ケ
丘
二
丁
目
）

定
員

先
着
七
十
人

内
容

臨
床
心
理
学
博
士
・
中

川
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
「
新
し
い

時
代
の
全
体
的
・
総
合
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
」

費
用

千
円

申
し
込
み

は
が
き
に
「
公
開

講
演
会
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
８
６
５
４
　
モ
ラ
ロ

ジ
ー
研
究
所
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
郵

送
す
る
か
、
フ
ァ
ク
ス
（
７
１
７

３
│
３
２
６
３
）
・
Ｅ
メ
ー
ル

（rc@
m
oralogy.or.jp

）で

1

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
�
７
１

７
３
│
３
２
５
２

広報� 第１１６４号 �

市民ギャラリー�市民文化会館� 3月� 3月�

アミュゼ柏� 3月�

さわやかちば県民プラザ�3月�

図書館�

3月�

3月�

21日��
13時50分�

戸田義明　Sound　Shower　Vol.2�
全自5,000～12,000円　川崎 �0298─76─0407

9日�11時
半、14時半�

カワイインストラクターズコンサート2002�
前売り2,000円カワイ音楽教室柏事務所�7167─2749

催し・入場料・問い合わせ�

日・開演時間�

日・開演時間�

催し・入場料・問い合わせ�

16日��
13時半�

真山美保作・演出�
「泥かぶら」プロローグと3幕7場�
全指特等12,000円・一等10,000円・二等6,000
円・学生2,000円�
新制作座文化センター �0426─61─0001

9日��
11時�

劇団飛行船マスクプレイミュージカル�
「7ひきのこやぎと狼」�
全指Ｓ席3,000円・Ａ席2,500円・Ｂ席2,000円�
劇団飛行船 �03─5459─3322

3日��
12時半�

交通安全フェア�
無料　交通施設課 �7167─1304

大
ホ
ー
ル
�

開館時間　午前10時～午後8時（3日は午後1時半開館、5日
は午後5時閉館、7日は午後4時閉館、その他の初日は正午
開館、最終日は午後6時閉館）　入場料　無料　問い合わ
せ　市民ギャラリー（柏�島屋ステーションモール8階）
�7148─2211　利用申し込み　文化課 �7167─1494

開催期間� 催       し�

2日�まで�

3日�～7日��

8日�～11日��

12日�～16日��

17日�～21日��

22日�～26日��

27日�～31日��

第33回聖真展�

絵画サークル「ミューズ」
第7回発表会�

おはなし会�
毎週木曜日午後3時半～4時�
〈休館日〉�
毎週月曜日、21日�・31日��
�

視聴覚ライブラリー�
�7164－1811           問�

「太陽系の旅」�
「神話：めらぼし�
　　　　　　～日本の星物語～」�
と　き�
�
�
�
ところ�
入場料�

23日�午後 1時半・3
時半と24日�午前10時
半、午後 1時半・3時
半�
図書館本館2階�
無料�

ギャラリー�

とき� 催し・問い合わせ�

3日��
まで�

ルーブル会展�
高橋 �7154─9412

3日��
まで�

フォトサークル草雲雀・写真展�
山崎 �7158─3056

7日�～�
10日��

第10回藤心陶芸教室作陶展�
小坂 �7175─9664

12日�～�
17日��

第7回ぐるーぷ彩展�
大石 �7174─4128

22日�～�
24日��

花空間・お花のおさらい会�
高城 �7139─9627

29日�～�
4月7日��

青葉書道会書道展�
染野 �7146─8937

第8回火陽会絵画展�

第6回創風展�

第6回アトリエ・オクダ展�

第11回柏ダリア水墨展�

彩軌会展�

問�　図書館本館 �7164－5346

講
座
･
講
演
�

4月から新たに老人医療の対象となるかたは�

問�

昭和7年3月2日～�
昭和7年4月1日生まれのかた�
対象者への通知日�

※身体障害者手帳（1～3級か4級の一部）、精
　神障害者保健福祉手帳（1・2級）を交付さ
　れている満65歳～69歳のかたなども、対象
　となる場合がありますのでお問い合わせを�

保険課 �7167─1129

3月14日��
�

問�市民税課 �7167─1124�
柏税務署 �7146─2321

3月15日�までに申告をまでに申告を 
市・県民税と所得税�

　毎年、申告期限が近づくと大変込み
合います。できるだけ早めに申告して
ください。�

4月14日�
午前9時から�

4月7日�午
前8時半から�

市民体育
館(アリ
ーナ)

3月24日�午前
9時～午後1時�

総合運動
場（陸上
競技場）�

3月31日��
午前９時から�

3月26日�までに、
ラケットショップキ
ャビンヘ直接か富
沢へファクス（7135
－8501）で�
3月29日�までに、ユー
アイスポーツかカノンス
ポーツへ費用を添えて�

個人戦�
市内在住・
在勤・在学
のかた�

600円（中
学生以下は
300円）�

トーナメント戦�
総合運動
場（野球
場）�

3月9日�午前10時
～正午に、市民体
育館へ直接�

市民体育
館（アリ
ーナ）�

問い合わせ�

男女シングルス（1部）�
混合ダブルス（ペア
合計年齢＝一般の部
・70歳以上の部・90
歳以上の部）�

１チーム６人に
よる団体戦�

市内在住・
在勤のチー
ム�

市内在住･在勤
･在学で中学生
以上のかた、
先着52チーム�

中学生以上
のかた（オ
ープン）�

1チーム
3,000円�

1 チーム年間
30,000円（協会
未登録チームは
別に5,000円）�
一般1,500
円、高校生
1,000円、
中学生 　
500円�

卓球�

市内在住の
かた� 1,500円� 3月8日�までに、

近藤へ電話で�

3月9日～30日
の毎週土曜日
午後1時～2時
半（計4回）�

初心者向けに太極
拳の説明と実技
（持ち物＝運動
着、シューズ）�

市民体育
館（剣道
場）�

近藤�
�7167－
4655

竹野�
�7174－
6017�

井野�
�7143－
1899

富沢�
�7135－
8500

3月15日�までに、
竹野へ電話で�
�

戸田�
�7174－
6554

競技内容等� 対　象�会　場� 申し込み�費　用�日　時�

太極拳
入門講
座�

バドミ
ントン�

軟式野
球�

種　目�

グラウン
ド・ゴルフ�

■市民大会とスポーツ教室� 問�体育課 �7167─1536

平成１４年（２００２年）３月１日



臨
時
看
護
婦
（
士
）

対
象

看
護
婦
（
士
）
の
資
格

が
あ
る
か
た
、
一
人

勤
務
場
所

市
内
保
育
園

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
（
月
十
日
）

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添

え
て
、
保
育
課
（
市
役
所
第
一
庁

舎
二
階
）
へ
直
接

1

保
育
課
�
７
１
６
７
│
１
１

３
７時

間
外
・
代
替
時
間
外

保
育
士

対
象

健
康
で
子
ど
も
の
好
き

な
か
た
（
子
育
て
経
験
・
専
門
知

識
の
あ
る
か
た
を
優
遇
）

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

【
時

間
外
保
育
士
】
豊
四
季
乳
児
保
育

園
＝
三
人
、
土
南
部
保
育
園
＝
二

人
、
豊
住
保
育
園
・
富
士
見
保
育

園
＝
各
一
人
、【
代
替
時
間
外
保

育
士
】
若
葉
保
育
園
・
土
南
部
保

育
園
・
豊
四
季
乳
児
保
育
園
＝
各

一
人勤

務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

７
時
〜
９
時
半
・
午
後
４
時
半
〜

７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時
〜
８
時

半
・
正
午
〜
午
後
７
時（
交
代
制
、

代
替
時
間
外
保
育
士
は
前
記
の
時

間
帯
で
園
の
都
合
に
よ
る
。
勤
務

日
数
は
不
特
定
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
・
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書
の
写

し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を
持
っ
て
、

３
月
７
日
（
木
）
ま
で
に
、
希
望

す
る
保
育
園
へ
直
接

1

豊
四
季
乳
児
保
育
園
�
７
１

４
４
│
７
５
０
６
・
土
南
部
保
育

園
�
７
１
７
３
│
７
８
１
１
・
豊

住
保
育
園
�
７
１
７
４
│
７
１
９

７
・
富
士
見
保
育
園
�
７
１
４
５

│
１
７
２
１
・
若
葉
保
育
園
�
７

１
６
７
│
７
６
５
５

医
療
セ
ン
タ
ー
の
臨
時

職
員

募
集
職
種
・
人
数

保
健
婦

（
士
）
＝
二
人
、
検
査
技
師
・
看

護
婦
（
士
）
＝
各
三
人

勤
務
時
間

月
〜
土
曜
日
午
前

８
時
半
〜
正
午

勤
務
場
所

市
内
の
検
診
会
場

勤
務
内
容

検
診
業
務

賃
金
（
時
給
）

保
健
婦
（
士
）

・
検
査
技
師
＝
千
三
百
五
十
円
、

看
護
婦
（
士
）
＝
千
二
百
六
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
資
格
証
明
書
の
写
し
を
添

え
て
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
４
柏

下
七
三
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内

柏
市
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
、
３
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
持
参
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）
を

1

柏
市
医
療
セ
ン
タ
ー
�
７
１

６
３
│
０
１
１
９

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
臨
時
看
護
職
員

対
象

看
護
婦
（
士
）
の
資
格

が
あ
る
か
た
、
若
干
名

勤
務
場
所

身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
ほ
か

勤
務
時
間

週
三
日
程
度
午
前

８
時
半
〜
午
後
５
時
の
う
ち
四
〜

五
時
間

勤
務
内
容

各
種
講
習
会
で
の

身
体
障
害
者
や
高
齢
者
の
介
助
・

血
圧
測
定
な
ど

賃
金
（
時
給
）

千
二
百
六
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

３
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
で
※
後
日
面
接
あ
り

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
３
│
９
３
５
３

医
療
公
社
の
保
育
士

対
象

保
育
士
の
資
格
が
あ
る

か
た
、
一
人

勤
務
場
所

市
立
柏
病
院

勤
務
時
間

相
談
に
よ
る
（
夜

勤
あ
り
）

賃
金
（
時
給
）

九
百
九
十
円

以
上
（
柏
市
医
療
公
社
の
規
定
に

よ
る
）

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
に
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
、
〒
２
７
７
│
０
８
２
５
布
施

一
│
三
　
市
立
柏
病
院
へ
、
３
月

９
日
（
土
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
持
参
を
※
後
日
面
接
あ
り

1
市
立
柏
病
院
�
７
１
３
４
│

２
０
０
０

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問

指
導
員

対
象

保
健
婦
（
士
）
か
助
産

婦
の
資
格
が
あ
る
か
た

勤
務
内
容

担
当
地
域
の
妊
産

婦
・
新
生
児
訪
問

委
託
料

一
件
三
千
円
※
交
通

費
込
み

募
集
期
間

３
月
15
日
（
金
）

ま
で◎

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４
│

３
３
３
３

学
校
派
遣
の
司
書
教
諭

対
象

司
書
教
諭
の
資
格
が
あ

る
か
た
、
若
干
名

勤
務
場
所

市
内
小
・
中
学
校

ほ
か勤

務
時
間

４
月
〜
来
年
３
月

の
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
15
分
（
週
四
日
）

勤
務
内
容

学
校
図
書
の
整

理
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど

賃
金
（
時
給
）

千
百
八
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
免
許
状
の
写
し
を
持
っ

て
、
３
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
教

職
員
課（
市
役
所
第
二
庁
舎
四
階
）

へ
直
接

1

教
職
員
課
�
７
１
６
７
│
１

４
８
２

図
書
館
分
館
の
臨
時
職

員募
集
人
員

二
人

勤
務
時
間

火
〜
日
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
・
午
後
１
時
〜

５
時
の
う
ち
四
日
程
度

勤
務
場
所

市
立
図
書
館
分
館

勤
務
内
容

図
書
の
貸
し
出
し

業
務
な
ど

賃
金
（
時
給
）

七
百
九
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
、
〒
２
７
７
│
０
０
０
５

柏
五
丁
目
八
│
一
二
　
市
立
図
書

館
本
館
へ
、
３
月
８
日
（
金
）
ま

で
に
郵
送
（
必
着
）
か
直
接
持
参

（
月
曜
日
を
除
く
）
を

1
図
書
館
本
館
�
７
１
６
４
│

５
３
４
６

老
人
福
祉
施
設
の
看
護

職
員

対
象

看
護
婦
（
士
）
・
准
看

護
婦
（
士
）
の
資
格
が
あ
る
か
た
、

若
干
名

勤
務
場
所

養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
ひ
か
り
隣
保
館
」（
十
余
二
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

老
人
福
祉
施
設
「
ひ
か
り
隣

保
館
」
�
７
１
３
１
│
２
９
１
４

農
業
公
園
の
臨
時
職
員

対
象

健
康
な
か
た
、
十
人
程

度
勤
務
場
所

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園勤

務
時
間

午
前
９
時
か
ら
実

働
七
時
間
以
内

勤
務
期
間
４
〜
11
月
の
う
ち
、

六
カ
月
間
（
月
十
五
日
以
内
）

勤
務
内
容

公
園
の
管
理

賃
金
（
時
給
）

八
百
円
※
交

通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
を
持
っ
て
、３
月
７
日
（
木
）

ま
で
に
、
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園

へ
直
接
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
郵
送
は
不
可

1

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
�
７

１
３
３
│
８
８
７
７
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3月は引越しシーズン…で、�
今月は粗大ごみの出し方です�

※日数の余裕がない場合は、清掃工場（�7131－7900）に直接搬入
　できます（10㎏ごとに180円・税抜き）。運搬手段がない場合、廃棄物
　処理許可業者に依頼してください（有料。協業組合 �7133－4501）�

　清掃収集事務所（�7173－5111）へ連絡して引き取り日の
予約をします。ごみ出しカレンダーの裏面に載っているお店
で、粗大ごみ処理券を購入してください（1点1,050円）。処
理券を貼付して、引き取り日に家の外に出しておきます。�

Ｊリーグプレシーズンマッチ「ちばぎんカ
ップ」が2月17日、日立柏サッカー場で開か
れました。後半、ファン・ソンホン選手の
退場で1人少ない苦しい展開の中、ユ・サ
ンチョル選手が執念のゴール！　昨年好調
だったジェフ市原を1対0で破りました。

求
　
人
�

問�身体障害者福祉センター �7163─9353�

�

毎週水曜日�
午前10時～正午�
教育福祉会館�

コース� 通常コース� 肩・腰・膝痛コース�

と　き
・�
ところ�

毎週木曜日＝南部
老人福祉センター�
毎週金曜日＝北部
近隣センター�
午前10時～正午�

高血圧予防コース�

なし�

毎週金曜日�
午前10時～正午�
教育福祉会館�

申し込み�

内　容�

対　象�

費　用�

あり� あり�送迎バス�

無料�

市内在住で40歳以上のかた、通常コース＝各曜日20人、肩・腰
・膝痛コース高血圧予防コース＝25人（介護保険対象者を除く）�

身体障害者福祉センターへ電話か直接�

実技と保健指導�

いきいきリハビリに参加しませんか�

※いずれも原則、週1回6カ月。参加するには主治医の診療情報提供書が必要です�

藤
心
百
人
劇
場
「
漫

談
＆
落
語
」

と
き

３
月
17
日
（
日
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
か

た
、
先
着
百
人

費
用

無
料
　
　

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

藤
心
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７
１

７
６
│
３
７
０
０

四
人
の
リ
コ
ー
ダ
ー
奏

者
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
リ

コ
ー
ダ
ー
の
夕
べ

と
き

３
月
９
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

四
百
人

費
用

二
千
三
百
円
（
小
学
生

は
千
五
百
円
、
前
売
り
あ
り
）

申
し
込
み

松
戸
友
の
会
へ
電

話
で

1

松
戸
友
の
会
�
７
１
７
３
│

７
６
２
６

催
 
し

　このコーナーでは、
松戸市・我孫子市・野
田市・流山市・鎌ケ谷
市・沼南町・関宿町の
近隣5市2町の情報
をお知らせします。�

と　き�
�
ところ�
内　容�
�
費　用�

3月2日�～4月7日�午前9時半～午後5時（入館は
午後4時半まで、月曜日休館）�
戸定歴史館�
洋画家・松岡壽氏の明治から昭和にかけての画業
をたどる展覧会�
300円（高校生・大学生200円、小・中学生100円）�

●松戸市　「松岡壽とその時代」展�

問�松戸市社会教育課 �047─366─7463

と　き�
ところ�
入場料�
その他�

3月9日�午後1時～3時�
欅のホール�
無料�
手話通訳あり�

問�野田市社会教育課 �7125─1111

●野田市　泉アキのトーキングエッセイ�
　　　　　「仕事も遊びも子育てもパワ�
　　　　　ー全開！」�

◎詳しくはお問い合わせを�

●鎌ケ谷市 イースタンリーグ・日本ハムの試合（3月分）�
とき・�
対戦相手�
�
�
ところ�
入場料�

3月2日�＝三星ライオンズ（韓国）、5日�＝巨
人、6日�＝湘南、9日�＝巨人、13日�＝ロッ
テ、17日�＝ヤクルト、21日�＝西武、24日�
＝巨人各試合午後0時半から�
日本ハムファイターズ鎌ケ谷スタジアム�
無料�

問�日本ハムファイターズ鎌ケ谷スタジアム �047─446─5586

平成１４年（２００２年）３月１日

ゴ
ー
ル
を
決
め
た
ユ
・
サ

ン
チ
ョ
ル
選
手

経
営
開
発
セ
ミ
ナ
ー

と
き

３
月
13
日
（
水
）
・
４

月
３
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
９
時

（
計
二
回
）

と
こ
ろ

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

定
員

百
五
十
人

内
容

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

・
立
川
昭
吾
氏
の
講
演
「
激
変
の

時
代
を
生
き
抜
く
経
営
術
」

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

柏
青
年
会
議
所
�
７
１
６
６

│
０
６
６
６



選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

と
き

３
月
３
日
（
日
）
〜
７

日
（
木
）
午
前
８
時
半
〜
午
後
５

時
と
こ
ろ

選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
市
役
所
第
一
庁
舎
四
階
）

登
録
の
対
象

昭
和
57
年
３
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
13
年

12
月
１
日
ま
で
に
柏
市
に
転
入
届

を
し
、
引
き
続
き
３
月
１
日
現
在

も
居
住
し
て
い
る
か
た

縦
覧
の
対
象

今
回
新
た
に

「
柏
市
永
久
選
挙
人
名
簿
」
に
登

録
さ
れ
る
か
た

1

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�

７
１
６
７
│
１
０
９
２

水
道
の
標
語
を
募
集

市
で
は
、
６
月
１
日
〜
７
日
の

水
道
週
間
に
向
け
て
、
水
に
ち
な

ん
だ
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
平

成
14
年
度
に
行
わ
れ
る
水
道
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格

市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
か
た

応
募
方
法

は
が
き
に
「
水
道

週
間
の
標
語
応
募
」
と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
標
語
（
三
点
ま
で
）
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
―
０
０
２
５
千
代
田
一

丁
目
二
│
三
二
　
柏
市
水
道
部
庶

務
課
へ
、
４
月
11
日
（
木
）
ま
で

に
郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）

1

水
道
部
庶
務
課
�
７
１
６
６

―
２
１
９
１

米
穀
販
売
登
録
小
売
業

の
更
新

対
象

平
成
11
年
６
月
１
日
に

米
穀
小
売
業
の
登
録
を
受
け
た
か

た
申
請
手
数
料

九
千
円
※
二
店

舗
目
以
上
は
、
一
店
舗
に
つ
き
五

千
円
を
加
算

申
し
込
み

商
工
課
（
市
役
所

第
二
庁
舎
三
階
）
か
東
葛
飾
支
庁

農
林
振
興
課
（
松
戸
市
）
で
配
布

す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
４
月
１
日
（
月
）
〜
30
日

（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に

商
工
課
へ
直
接

1

商
工
課
�
７
１
６
７
―
１
１

４
１児

童
セ
ン
タ
ー
祭
り
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

と
き
　
３
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

十
五
歳
〜
高
齢
者
の
か

た
、
先
着
二
十
人

内
容

会
場
係
や
遊
び
の
手
伝

い
、
障
害
の
あ
る
子
の
補
助
な
ど

申
し
込
み

３
月
５
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
―
４
０
５
０

新
し
い
国
民
健
康
保
険

証
を
発
送

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
を
３

月
18
日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。

一
般
用
は
レ
モ
ン
色
、
退
職
者

用
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
で
す
。
届
き

ま
し
た
ら
、
住
所
・
氏
名
等
の
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
古
い

保
険
証
は
、
保
険
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
一
階
）
か
最
寄
り
の
出
張

所
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、

出
張
所
の
な
い
近
隣
セ
ン
タ
ー
や

柏
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

住
所
を
移
し
た
場
合
や
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し
た

場
合
は
、
十
四
日
以
内
に
届
け
出

が
必
要
で
す
（
別
表
参
照
）。
国

民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
が
遅

れ
る
と
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
転
出
し
た
り
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

に
は
、
そ
の
日
か
ら
国
民
健
康
保

険
証
を
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1

保
険
課
�
７
１
６
７
―
１
１

２
９建

築
物
防
災
週
間

３
月
１
日
〜
７
日
は
、
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。

火
災
・
地
震
な
ど
の
災
害
は
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災

害
は
、
建
物
と
い
う
財
産
だ
け
で

な
く
、貴
重
な
人
命
も
奪
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
具
の
転
倒
防
止

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
災

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

1

建
築
指
導
課
�
７
１
６
７
│

１
１
４
５

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
を
融

資高
齢
者
が
自
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
、
自

宅
の
家
と
土
地
を
担
保
に
、
最
高

五
百
万
円
ま
で
お
貸
し
す
る
特
別

な
融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

返
済
に
つ
い
て
は
、
生
存
中
に

は
利
息
だ
け
返
し
、
死
亡
し
た
と

き
に
担
保
を
処
分
す
る
な
ど
し

て
、
元
金
を
一
括
償
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
融
資
に

は
高
齢
者
居
住
支
援
セ
ン
タ
ー
が

連
帯
保
証
人
に
な
り
ま
す
。

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７
―

１
１
４
７

一
般
健
康
相
談
日
を
変

更４
月
か
ら
一
般
健
康
相
談
が
第

一
水
曜
日
に
、
事
業
所
検
診
が
第

二
・
三
水
曜
日
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
、
一
般
健
康
相
談

は
該
当
月
の
前
月
中
に
、
事
業
所

検
診
は
随
時
に
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

1

柏
保
健
所
�
７
１
６
７
―
１

２
５
５

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
奨
学

生
を
募
集

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
あ
る
国
に
留

学
す
る
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

大
学
二
年
を
終
了
し
、

留
学
希
望
国
の
語
学
に
堪
能
で
あ

り
、
国
際
親
善
使
節
と
し
て
奉
仕

で
き
る
か
た

奨
学
金
【
文
化
研
修
奨
学
生
】

三
〜
六
カ
月
＝
一
・
二
〜
一
・
九

万
ド
ル
、【
国
際
親
善
奨
学
生
】

一
年
＝
一
・
三
〜
二
・
五
万
ド
ル

以
内
・
二
年
＝
二
・
四
万
ド
ル

締
め
切
り

３
月
31
日
（
日
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

柏
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
�
７

１
６
７
―
５
２
３
３

国
の
教
育
ロ
ー
ン

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
教

育
の
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資

す
る
公
的
な
制
度
で
す
。

対
象

高
校
・
短
期
大
学
・
大

学
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
等
へ

入
学
・
在
学
す
る
か
た
の
保
護
者

（
年
収
千
二
百
十
万
円
以
内
）

融
資
金
額

学
生
・
生
徒
一
人

に
つ
き
二
百
万
円
以
内

返
済
期
間

十
年
以
内

金
利

年
一
・
八
五
％
（
平
成

13
年
９
月
28
日
現
在
）

◎
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

国
民
生
活
金
融
公
庫
松
戸
支

店
柏
出
張
所
�
７
１
６
３
―
１
５

４
２

広報� 平成１４年（２００２年）３月１日 第１１６４号 �

�子育てにこにこ電話相談�
�7162─2525（健康推進課）�
毎週�～�9：00～17：00
�やまびこでんわ柏�
（子どもの悩みごと電話相談）�
�7166─8181（少年補導センター）�
�・祝日を除く毎日13：00～17：00

�緑の相談�
第2・第4�10：00～16：00�
北柏ふるさと公園管理事務所�
（電話相談も可）�
　柏市みどりの基金�7160─3120

�交通事故巡回相談（予約制）�
3月7日�・19日��
10：00～15：00�
電話で予約を�
　交通施設課 �7167─1304　�

�住宅リフォーム相談�
�第4�10：00～16：00�
市役所相談室�
�3月10日�13：15～16：15�
　布施近隣センター�
　建築住宅課 �7167─1147

�法律相談（予約制）�
毎週�・�と第1・第3・第4��
9：30～15：30�
市役所相談室�
予約はそれぞれ前週�9：00から�
　広報広聴課 �7167─1119問�

�人権身の上相談�
第1・第3�10：00～15：00�
市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�行政相談�
第1・第3�10：00～15：00�
市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�税務相談�
第2・第4�13：00～16：00�
市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�不動産お困りごと相談�
第1・第3�10：00～15：00�
市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119
�登記相談�
第2�10：00～15：00�
市役所相談室�
　広報広聴課 �7167─1119

問�

問�

�柏パートバンク�
毎週�～�9：00～16：00�
柏ワークプラザ�
　柏ワークプラザ�
　�7145─6114
問�

�家庭児童相談�
毎週�～�9：00～16：00�
家庭児童相談室（児童育成課内）�
　家庭児童相談室�7167─1458問�

�学校・家庭教育相談�
毎週�～�9：00～16：00�
教育相談室（教職員課内）�
　教育相談室�7167─4152問�

�教育・幼児教育相談�
〈電話・面接（予約制）〉�
毎週�～�9：00～16：00�
教育研究所�
　教育研究所 �7145─7778問�

�心配ごと相談�
毎週�・�10：00～12：00�
教育福祉会館1階相談室�
　同相談室 �7163─2734問�

�少年相談�
�・祝日を除く毎日9：00～17：00�
少年補導センター�
　少年補導センター�
　�7164─7571
問�

�高年齢者職業相談�
毎週�～�9：00～16：00�
柏ワークプラザ�
　柏ワークプラザ�
　�7145─8542
問�

�外国人のための相談�
〈中国語・スペイン語〉�
毎週�13：00～17：00�
国際交流室�
　国際交流室 �7167─0941問�

�結婚相談�
毎週�・�・�13：00～15：00�
教育福祉会館1階相談室�
　同相談室 �7163─2734問�

問�

問�

�消費生活相談�
毎週�～�9：00～16：00�
消費生活センター�
　消費生活センター�7164─4100問�

問�

問�

問�

問�

�夜間法律相談（予約制）�
第2�18：10～20：30�
アミュゼ柏�
予約は前週�9：00から�
　広報広聴課 �7167─1119問�

★相談日が祝・休日に当たる
場合は休みます。また、都合
により休む場合がありますの
で、事前にご確認ください�

市民相談�

�身体障害者更生相談�
第1・第3�10：00～15：00�
�知的障害者更生相談�
第2・第4�10：00～15：00�
教育福祉会館1階相談室�
　同相談室 �7163─2734問�

問�

�ボランティア相談�
祝日を除く毎日9：00～17：00�
教育福祉会館1階ボランティア�
センター�
    ボランティアセンター�
　�7165─0880

お
知
ら
せ
�

�今月公開される審議会等�

柏市文化振興
審議会�

柏リフレッシ
ュ公園計画策
定委員会�

柏市立図書館
協議会�

柏市廃棄物処
理清掃審議会�

柏市消費者行
政推進協議会�

3月4日��
午後2時～
3時半�

3月9日��
午後2時
から�

3月16日��
午後3時～
4時45分�

3月28日��
午前10時20
分～11時半�

3月29日��
午後1時半
～3時�

アミュゼ
柏�

第5・6委員
会室（市役
所第2庁舎
5階）�

消費生活
センター�

消費生活
センター�

第2委員会
室（市役所
第2庁舎5
階）�

文化課 �
�7167－1494

図書館本館 �
�7164－5346

クリーン推進課 �
�7167－1139

消費生活センタ
ー�
�7163－5853

清掃工場建設課�
�7167－1140

当日、会場
へ直接�

市内在住のか
た、先着30人�
当日、会場へ
直接�

先着5人�
当日、会場
へ直接�

先着10人�
当日、会場
へ直接�

先着10人
当日、会場
へ直接�

名　称� と　き� ところ� 定員・申し込み� 問い合わせ�

�

　　�
�

■国民健康保険の手続きが必要な場合と必要書類�

加
　
　
　
入�

脱
退�

そ
の
他�

退職等で職場の健康保険をやめたとき�
⇒印鑑・健康保険の資格喪失日か退職日が明記された書類（健康保
険資格喪失連絡票・退職証明書・雇用保険の離職票など）�

他の市町村から転入してきたとき�
⇒印鑑・転出証明書�

※同居している家族で、既に国民健康保険に加入しているかたがいる場合
は、その保険証も持参を�
※厚生・共済年金を受給している70歳未満のかたは、年金証書も持参を�

他の市町村へ転出するとき　　⇒印鑑・保険証�

職場の健康保険に入ったとき　⇒印鑑・保険証・職場の健康保険証�

市内で転居したとき、世帯を分離・合併したとき、世帯主が変わったとき�
⇒印鑑・保険証（市民課で転居などの届け出を済ませてから手続き
してください）�

※国民健康保険証は、新旧両方お持ちください�
※世帯主が届け出をする場合は、印鑑は不要です�
※老人医療受給者証をお持ちのかたは、一緒にお持ちください�
※保険料の口座振替を開始・停止・変更する場合は、保険課（市役所第2庁舎1階）
か金融機関へ通帳と口座の届け出印をお持ちください。出張所では手続きでき
ません�

問�
国民年金課 �7167─1130�
松戸社会保険事務所 �047─345─5525

第3号被保険者（サラリーマンの妻や夫）の加入手続き等は、本人ではなく
勤務先が手続きをすることになります�

��

年金保険料の納入通知書は国（社会保険庁）から本人に送られます。これ
までどおりお近くの金融機関で納めてください。口座振替をご利用のかた
は、振替先が社会保険庁に変わるだけなので、手続きをする必要はありま
せん�

��

年金保険料は郵便局でも納められるようになりますが、近隣センターでは
納められなくなります�

��

保険料の免除に全額免除のほかに半額免除制度ができます。免除の承認を
受ける際には、世帯全員の合計所得と申請理由などで判定されていました
が、本人と配偶者・世帯主の合計所得により判定されることになります�

��

国民年金だけを受給する場合でも、第3号期間のあるかたは社会保険事務
所で手続きをすることになります�

��



親
子
で
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

と
き

３
月
16
日
（
土
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

一
歳
児
と
保
護
者
、
先

着
二
十
五
組

費
用

一
人
百
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み

３
月
２
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

パ
パ
・
マ
マ
と
一
緒
に

遊
ぼ
う

と
き

３
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー

対
象

幼
児
・
小
学
生
と
保
護

者
、
先
着
三
十
組

費
用

一
人
百
円
（
昼
食
代
）

申
し
込
み

３
月
２
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
　

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
７
１
４
４
│
５
３
６
３

「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
」

を
踊
ろ
う

と
き

３
月
９
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
２
時
半
、
16
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
、
21
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
２
時

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

十
八
歳
以
下
の
か
た
、

先
着
二
十
五
人

内
容

鳴
子
を
持
っ
て
踊
る
ロ

ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
を
練
習
し
て
、
３

月
21
日
（
木
）
の
児
童
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
で
踊
り
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

３
月
５
日
（
火
）

午
後
３
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
募
集

と
き

３
月
21
日
（
木
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

小
学
五
年
生
〜
中
学

生
、
先
着
十
五
人

内
容

工
作
や
折
り
紙
、
遊
び

コ
ー
ナ
ー
等
の
手
伝
い
を
し
ま
す

申
し
込
み

３
月
５
日
（
火
）

午
後
４
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

手
賀
の
丘
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ

と
き

３
月
22
日
（
金
）
・
23

日
（
土
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
（
沼
南
町
）

対
象

小
・
中
学
生
と
家
族
、

先
着
五
十
人

内
容

遊
び
や
野
外
料
理
作
り

な
ど
を
し
ま
す

費
用

一
人
二
千
五
百
円

申
し
込
み

３
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

手
賀
の
丘
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
キ
ャ
ン
プ

と
き

３
月
22
日
（
金
）
・
23

日
（
土
）〈
一
泊
二
日
〉

と
こ
ろ

手
賀
の
丘
少
年
自
然

の
家
（
沼
南
町
）

対
象

中
学
生
、
先
着
十
五
人

内
容

遊
び
や
野
外
料
理
な
ど

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
ま
す

費
用

二
千
五
百
円

申
し
込
み

３
月
９
日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７

１
６
３
│
４
０
５
０

親
子
市
場
探
検
隊

と
き

３
月
23
日
（
土
）
午
前

６
時
半
〜
９
時

と
こ
ろ

柏
市
公
設
総
合
地
方

卸
売
市
場

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者
、
二
十
組

内
容

市
場
の
見
学
　
　
　
　
　

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
親
子
市
場
探
検
隊
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
親
子
の
氏
名
・
年

齢
・
学
校
名
・
電
話
番
号
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
８
５
４
５
　
柏
市
公
設
総
合

地
方
卸
売
市
場
管
理
事
務
所
へ
、

３
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

1

柏
市
公
設
総
合
地
方
卸
売
市

場
�
７
１
３
１
│
２
６
２
０

小
学
生
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー

と
き

３
月
28
日
（
木
）
〜
30

日
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
計
三
回
）

と
こ
ろ

芝
浦
工
業
大
学
柏
中

学
・
高
等
学
校
（
増
尾
）

対
象

４
月
に
、
小
学
五
・
六

年
生
に
な
る
か
た
、
二
十
四
人

内
容

六
本
足
で
歩
く
ロ
ボ
ッ

ト
本
体
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
な
ど
を

組
み
立
て
、
デ
ザ
イ
ン
・
バ
ト
ル

大
会
を
し
ま
す
※
組
み
立
て
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
持
ち
帰
れ
ま
す

費
用

六
千
円
（
材
料
費
）

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
を

1

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
・
高

等
学
校
事
務
室
�
７
１
７
４
│
３

１
０
０

対象・内容等�とき・ところ�事業名�

市内在住で40～64歳の基本健康診
査かほかの循環器疾患検診（人間
ドック等）の結果を持っているか
た（治療中のかたは除く）。生活
習慣病予防のための個別相談。要
予約�

1日�＝酒井根近隣センタ
ー・7日�＝藤心近隣センタ
ー・13日�＝新富近隣セン
ター・27日�＝永楽台近隣
センター、いずれも午前10
時・10時半・11時。�
5日�＝旭町近隣センター・
12日�＝松葉近隣センター、
いずれも午後1時半・2時・2
時半�

へるすアップ
相談�

糖尿病等の病態別の食事相談が必
要なかた。要予約�

申込時に決定�
健康管理センター�食事（栄養）相談�

市内在住のかた。子どもは母子健
康手帳、40歳以上のかたは健康手
帳、歯ブラシを持参�

28日�午後1時半～3時�
教育福祉会館�

かしわ歯科相
談室�

市内在住のかた。医師・保健婦
（士）・栄養士（内科だけ）によ
る健康相談。要予約�

〈内科〉1日��
〈整形外科〉15日��
午後1時20分～2時半�
消費生活センター�

健康なんでも
相談（予約制）�

生後3カ月～7歳5カ月児。予診票
・母子健康手帳・スリッパを持参�

1日�・15日�・26日��
午後1時半～2時20分�
保健センター�

ポリオの予防
接種�

1歳3カ月児ぐらいまで。母子健
康手帳・スプーン・皿を持参�

8日�＝松葉近隣センター�
15日�＝アミュゼ柏�
いずれも午後1時半～3時�

もぐもぐ・か
みかみ教室�
（離乳食教室）�

市内在住のかた、先着3人程度。
要予約（4日�～14日�に、障害
福祉課�7167─1136で受け付け）�

15日�午後1時半～3時半�
教育福祉会館�心の健康相談�

医師の相談は要予約�
1日～22日の毎�
午後2時～4時�
柏保健所�

心の健康相談�

医師の相談は要予約�
4日・18日の各�
午後2時～4時�
柏保健所�

アルコール悩
みごと相談�

要予約�
7日・28日の各�
午前10時～正午�
柏保健所ほか�

精神障害社会復
帰グループ�
「樹（みき）の会」�

アルコール依存症のかた・家族�19日�午後2時～4時半�
中央公民館�酒害教室�

発達の遅れが心配な1歳ぐらい
までの乳幼児。要予約。�

28日�午後1時～2時�
柏保健所�

未熟児等発達
相談�

整形外科的な心配のある18歳
未満の乳幼児・児童。母子健
康手帳を持参�

28日�午後1時～2時�
柏保健所�療育相談�

健康推進課 �7164-3333

対象・内容等�とき・ところ�事業名�

柏保健所 �7167-1255

夜間・休日に急病になったら�

�7164─8114（午前10時～午後3時半）�

夜 間�

日曜日�
・祝日�

内科・�
小児科�

歯 科�

歯科以外�

電　話　番　号�区 分�診療科目�

�7163─0119（午後7時～午前8時）�
※午後10時以降は音声案内�

�7163─0119（午前9時～午後5時）�
※音声案内�

★通知が届いていない場合はご連絡を�
�1歳6カ月児健康診査（平成12年8月
生まれ）＝5日�・6日�・12日�・
13日��
�3歳児健康診査（平成10年9月生まれ）
＝7日�・14日�・19日��
�幼児のむし歯予防教室（平成12年3
月生まれ）＝15日�・20日�・26日
��

妊婦と家族。費用600円。エプロ
ン・三角きん・米半カップ・母子
健康手帳を持参。要予約�

11日��
午前10時半～午後1時�
保健センター�

マタニティー
クッキング教
室�

※今回は矯正歯科相談�

広報�� 第１１６４号 平成１４年（２００２年）３月１日

児
童
創
作
ル
ー
ム
展

３
／
７

〜
14
の
10
時
〜
16
時
半
、
Ｔ
Ｅ
Ｐ

Ｃ
Ｏ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
小
学
生
〜
高

校
生
の
絵
画
と
立
体
作
品
。無
料
。

浅
野
�
７
１
６
６
│
９
６
５
６

ザ
60
・
唐
や
ん
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

３
／
９
の
13
時
半

〜
15
時
半
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
無

料
。
福
井
�
７
１
７
３
│
２
１
２

６
柏
写
友
会
写
真
展

３
／
12
〜

17
の
９
時
〜
17
時
（
12
日
は
13
時

か
ら
、
17
日
は
16
時
ま
で
）、
中

公
。
無
料
。
江
角
�
７
１
６
３
│

０
９
１
６

Ｉ
Ｔ
Ｃ
柏
ク
ラ
ブ
３
月
例
会
　

３
／
８
の
10
時
〜
12
時
、
勤
労
会

館
。
英
語
の
講
演
「
日
米
タ
レ
ン

ト
議
員
そ
の
情
勢
」。
五
百
円
。

石
橋
�
７
１
７
３
│
６
７
１
３

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
花
音
・
定
期
演

奏
会

３
／
29
の
19
時
〜
20
時

半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
女
声
コ
ー
ラ

ス
。
千
円
。
赤
石
�
７
１
３
９
│

９
７
５
５

吉
川
潔
氏
パ
イ
ロ
ゲ
ン
と
環
境

講
演
会
「
一
人
の
健
康
か
ら
地
球

の
未
来
ま
で
」

３
／
８
の
12
時

〜
16
時
半
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
無
料
。

大
内
�
７
１
７
３
│
５
３
１
３

講
演
「
中
国
第
三
の
革
命
│
社

会
の
新
し
い
変
化
を
中
心
に
」

３
／
17
の
13
時
〜
17
時
、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
。
講
師
は
朱
建
栄
氏
。
五
百

円
。
成
�
７
１
３
４
│
２
３
６
６

押
し
花
展
「
懐
か
し
い
思
い
出

の
歌
」

３
／
15
ま
で
の
９
時
〜

16
時
、
柏
郵
便
局
。
無
料
。
岩
見

�
７
１
３
４
│
９
８
９
６
　

講
演
会
と
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

３
／
５
の
13
時
45
分
〜
16
時
半
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
健
康
に
つ
い
て
の

講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
。
無
料
。
沼

澤
�
７
１
６
３
│
３
６
８
６

春
蘭
展
示
会

３
／
17
の
９
時

〜
16
時
、
花
野
井
公
会
堂
。
無
料
。

松
丸
�
７
１
３
２
│
３
７
７
７

オ
ペ
ラ
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー

テ
ル
」

３
／
16
の
18
時
〜
20
時

半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
二
千
円
（
中

・
高
生
千
五
百
円
、
小
人
千
円
）。

平
野
�
７
１
３
３
│
３
８
９
６

柏
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
・
入
門
教

室

３
／
16
・
23
・
30
の
15
時
〜

17
時
半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ほ
か
。
五

十
歳
未
満
。
三
千
五
百
円
。
平
井

�
７
１
４
５
│
２
９
０
６

素
質
論
入
門
講
座
「
心
の
一
一

〇
番
」

３
／
20
の
13
時
〜
14
時

半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
千
円
。
龍
前

�
７
１
６
２
│
５
１
３
１
（
月
・

木
曜
日
の
10
時
〜
16
時
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

３
／
30
の
11
時
〜
14
時
、

千
代
田
町
公
園
。
出
店
者
も
募
集

（
出
店
料
二
千
円
。３
／
15
ま
で
）。

森
田
�
７
１
６
９
│
２
１
７
４

藤
心
マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

第

一
・
三
�
13
時
、
第
二
・
四
�
10

時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

2

千
円
、3

千
円
。
中
村
�
７
１

７
２
│
５
５
３
３

表
千
家
茶
道

月
二
回
�
10

時
、
旭
町
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

3

三
千
円
。
岸
野
�
７
１
４
６
│

８
０
８
６

柏
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第

二
・
四
�
９
時
、
市
民
体
育
館
。

小
・
中
学
生
。2

千
二
百
五
十
円
、

3

千
円
（
中
学
生
は
無
料
）。
秋

山
�
７
１
３
２
│
４
４
６
０

英
会
話
・
マ
ム

毎
�
＝
根
戸

近
セ
・
毎
�
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
の
12

時
。
三
歳
以
上
。
講
師
は
イ
ギ
リ

ス
人
。2

五
千
円
、3

五
千
円
。

水
谷
�
７
１
３
４
│
８
３
６
２

中
国
現
代
水
墨
画

第
二
・
四

�
10
時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
講
師
は

中
国
人
。
初
心
者
歓
迎
。2

二
千

円
、3

四
千
五
百
円
。
小
林
�
７

１
３
２
│
８
７
７
４

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い

月�3

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

問�東葛中部地区総合開発事務組合 �7164─5251

ウイングホール柏斎場�
料金を改定�

　ウイングホール柏斎場は柏市・流山市・我孫子市・
沼南町の3市1町で構成する東葛中部地区総合開発
事務組合が運営しています。このたび、昭和37年
の火葬場建設以来据え置いてきた火葬料等を、4月
から次のとおり改定します。�

区　　　　分� 使 用 料�
15 歳 以 上�
15 歳 未 満�
大 式 場 �
小 式 場 �
宮　　　型�
小型・中型�

2,000円  （70,000円）�
1,000円  （35,000円）�
70,000円（120,000円）�
50,000円  （80,000円）�
6,000円（利用不可）�
4,000円   （8,000円）�

火 葬�

式 場�

霊きゅう車�

※（　）内は3市1町以外にお住まいのかたが利用する�
　場合の料金�

こ
ど
も
の
広
場
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7 8 9

3 654

10

1211 1413

15 16

26

22

18

19 20 21

23 24

17

28

25

27

二
重
マ
ス
の
６
文
字
を
並
べ
替
え
て
一
つ
の

言
葉
に
し
て
く
だ
さ
い

タ
テ
の
カ
ギ

１

４
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま

す
（
六
面
参
照
）

２

意
外
な
真
実
に
目
か
ら
○

○
○
が
落
ち
た

３

釣
り
糸
に
付
け
ま
す

５

結
婚
式
で
こ
の
愛
を
誓
う

６

市
政
・
広
報
○
○
○
○
を

募
集
し
ま
す
（
三
面
参
照
）

９

戦
国
の
○
○
。
強
い
人

12

海
に
囲
ま
れ
た
○
○
国

14

阿
寒
湖
に
生
息
す
る
丸
い

緑
藻

16

３
月
３
日
は
？

18

無
限
の
○
○
○
○
○
を
秘

め
て
い
る

21

昔
、
貴
族
が
こ
れ
を
蹴
っ

て
遊
び
ま
し
た

22

あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に
○

○
○
し
た
。
失
神
と
も

24

見
本
市
。
幕
張
○
○
○

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

３
月
10
日
に
○
○
○
○
実

験
を
し
ま
す
（
一
面
参
照
）

４

き
び
だ
ん
ご
を
あ
げ
る
か

ら
頼
む
よ
　
　

７

目
を
シ
ロ
○
○
さ
せ
る

８

し
っ
か
り
○
○
に
銘
じ
る

10

ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
と
言
え
ば

11

お
祭
り
で
か
つ
ぎ
ま
す

13

何
を
し
て
も
○
○
に
な
る

15

雪
で
交
通
が
○
○
し
た

17

お
酒
を
売
っ
て
い
る
○
○

○
シ
ョ
ッ
プ

19

高
○
○
で
ダ
ウ
ン

20

早
め
に
召
し
上
が
れ

22

い
つ
も
の
○
○
○
文
句
だ

23

○
○
に
う
ぐ
い
す

25

絶
対
に
い
や
だ
！

26

春
夏
秋
冬

27

木
を
英
語
で

28

○
○
エ
ビ
。
お
○
○
参
り

自
分
の
街
は
自
分
で
守
る
ぞ
！

落
書
き
消
し
と
パ
ト
ロ
ー
ル

日本の伝統、色鮮やかに
江戸糸あやつり人形芝居

「自分たちの街は自分たちで守ろう──」。2月9日、市民ボ
ランティア「落書きやめさせ隊」や柏駅周辺の商店会、市職
員などによって、ＪＲ柏駅周辺の落書き消しと夜間のパトロ
ールが行われました。これは、昨年の4月に制定された「柏市
安全で安心なまちづくり推進条例」に基づいて行われたもの
で、街のあちこちに書かれた落書きは、「落書きやめさせ隊」
の手によって、手際よく処理されました。中でも、2本のノズ

ルを使って重曹と水を噴射し
て、落書きをはぎ取る「新兵
器」が威力を発揮。壁に書か
れた頑固な落書きが次々と消
されていきました。

380年前から今に伝わる「江戸糸あやつり人形
芝居」が2月8日、アミュゼ柏で行われました。2メ
ートルの糸で巧みにあやつられる人形は、まるで
命が宿っているよう。観客たちは、ユーモラスで
人情味あふれる舞台に、いつの間にか引き込まれ
ていきました。芝居に先立って開かれた「あやつ
り人形体験講座」では、会場か
らの参加者が、体長約70センチ、
重さ約1キロの人形を上手に歩
かせ、観客から盛んな拍手を送
られていました。

「4月の開花が楽しみです」。2月17日、「サク
ラの里親」に応募した市民300人が、高田小学
校近くの大堀川沿いに、ソメイヨシノの成木18
本を植樹しました。昨年の分と合わせ、サク
ラの木は48本、並木の総延長は430メートルに。
この日植樹されたソメイヨシノは、樹齢8～9
年のもので、来月には早くも花をつけるとの
こと。自分で植えたサクラの枝を眺めながら、
“オーナー”たちの気分は、もう花見？

サ
ク
ラ
の
里
親
が
植
樹

川
沿
い
を
ピ
ン
ク
の
並
木
に

応募方法
は
が
き
に
、
答
え
と
今
号
の
感
想
や
意
見
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
記
念
品

名
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
広

報
広
聴
課
へ
、
３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
五
組
十
人
の
か
た

に
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
で
４
月
６
日
（
土
）
に
行
わ
れ

る
「
柏
レ
イ
ソ
ル
対
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
戦
」
の
チ
ケ

ッ
ト
を
、
五
人
の
か
た
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
２
月
１
日
号
の
正
解
は
サ
ン
カ
ン
シ
オ
ン
で
し

た
。
応
募
総
数
は
四
百
通
。
当
選
者
の
発
表
は
、
記
念

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1

広
報
広
聴
課
�
７
１
６
７
│
１
１
１
９

�

ス
ギ
花
粉

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
柔
ら
か
な
芽
が
吹
き
始

め
た
近
く
の
公
園
か
ら
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ

の
甘
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
ぽ
か
ぽ
か

陽
気
に
自
然
と
心
も
浮
き
浮
き
。
そ
ん
な

春
の
訪
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、

確
か
、
三
十
路
を
迎
え
る
こ
ろ
ま
で
だ
っ

た
と
│
│
。

今
日
も
く
し
ゃ
み
と
鼻
水
が
止
ま
ら
な

い
。
目
の
か
ゆ
み
に
も
じ
っ
と
耐
え
る
。

す
か
さ
ず
目
薬
。
う
ー
ん
、
し
み
る
っ
！

今
や
都
会
で
は
五
人
に
一
人
が
か
か
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
る
、
つ
ら
い
つ
ら
い
花

粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
や
っ
と
穏

や
か
な
季
節
に
な
っ
た
と
い
う
の
に
…
。

と
ん
だ
悪
役
と
な
っ
た
ス
ギ
花
粉
だ

が
、
も
と
も
と
ス
ギ
は
日
本
固
有
の
植
物

で
、
日
光
ス
ギ
や
屋
久
島
の
縄
文
ス
ギ
な

ど
有
名
な
古
木
も
多
い
。
今
、
大
量
に
飛

ん
で
い
る
花
粉
は
、
戦
後
、
山
の
緑
化
の

た
め
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
の
も
の
。
樹
齢

三
十
年
前
後
の
開
花
適
齢
期
と
な
っ
た
一

九
八
〇
年
ご
ろ
か
ら
激
増
し
、
花
粉
症
が

増
大
し
た
一
因
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

花
粉
の
大
き
さ
は
、
直
径
三
十
ミ
ク
ロ

ン（
一
ミ
ク
ロ
ン
は
一
ミ
リ
の
千
分
の
一
）

と
小
さ
く
、
飛
散
す
る
距
離
は
数
百
キ
ロ

に
も
及
ぶ
。
市
内
に
は
ス
ギ
の
木
は
少
な

い
が
、と
て
も
安
心
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

最
近
、
千
葉
県
の
林
業
試
験
場
で
花
粉

の
出
に
く
い
ス
ギ
の
量
産
化
に
成
功
し
、

去
年
か
ら
出
荷
が
始
ま
っ
た
、
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
効
果

が
現
れ
る
の
は
数
十
年
も
先
の
こ
と
と

か
。
ま
だ
ま
だ
、
長
い
付
き
合
い
に
な
り

そ
う
だ
…
。

【
ひ
と
く
ち
メ
モ
】

イ
ネ
科
花
粉
症
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）、
ブ

タ
ク
サ
科
花
粉
症
（
ア
メ
リ
カ
）、
そ
し

て
一
九
六
四
年
に
日
光
で
初
め
て
発
見
さ

れ
た
ス
ギ
花
粉
症
が
世
界
三
大
花
粉
症
。

街�の�街�の�

只見町の雪まつりツアー
ふるさと交流都市・福島県只見町の「雪ま
つりツアー」が2月10・11日に行われ、市民
約30人が参加しました。正月飾りや古いお札
を燃やした火でもちを焼いて食べると1年間
お腹の病気をしないという、厄払いの儀式
「おんベ」が行われ、参加者たちは、さっそ

くあつあつのもち
をほおばりなが
ら、雪国の珍しい
行事を楽しんでい
ました。

幻想的な世界を満喫！


